<NOTE>Tree Species of Heavy Wooden Sleighs, "Shura", Excavated from Mitsuzuka Burial Mounds by 伊東, 隆夫 & 島地, 謙
Title<資料>三つ塚古墳より出土した「修羅」の使用樹種
Author(s)伊東, 隆夫; 島地, 謙























で,大形のものは全長 8.8m,小形のものは全長 2.9m であった (図 1)｡ 大阪府教育委員会発行の現場説
明用資料に基づけば,｢大修羅は頭部先端部が尖 り気味で上方にそらせており先端から 1m のところに幅はぞ
23cm,高さ 17cm の引き綱を通すための柄穴が横に穿たれ,約 2.2m のところから後の上部を平坦にはほぞ
つって荷すわ りの便を図り,2本の足の縁辺には上から側面にかけて斜めに柄をあげて,荷綱を通したり引
綱をとめたりできるように加二1二されている｡ 小修羅は先端から 25cm のところに主綱を通す横穴をあける
こと,2本の足の上部を平坦にはつっていること等形状は大修羅を小形化 したもの｣とい うことであった
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図 1 修邦の発掘現場図
a:大修羅 b:小修羅 C:テコ























図12 (板目面)自然木 2 ×80
テコ (図7,8)
木口面でみてほほ大きさの揃った道管が放射方向に配列していた｡ 広放射組織を有していた｡ 以上によ
り,コナラ属アカガシ亜属の一種と鑑定したが種は特定できなか-)た｡
自然木 No.1(図9,10)
樹脂道を看していた｡鋸歯状突起を有する放射仮道管が存在した｡分野壁厚は窓状であった｡以上よりマ
ツ属複維管束亜属の一種と鑑定したがアカマツかクロマツのいずれであるかほ特定できなかった｡
自然木 No.2(図日,12)
環孔材｡早材部の道管は3-4列｡軸方向柔細胞は道管を囲んで輪状をなすことが多かった｡放射組織は
同性で1- 3細胞列であった｡以上によりネムノキと鑑定した｡
これらの鑑定結果をまとめて表 1に示した｡
表 1.修羅並びに関連出土木材の樹種鑑定結果
大 修 羅
小 修 羅
テ コ
自然木 No･1
自然木 No･2
コナラ属アカガシ亜属の一種
Qpercu∫sp.(Cyclobalanopsis)
コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種
Q:uercu∫sp･(LepidobalanusSect.Cerris)
コナラ属アカガシ亜属の一種
QJuercussp･(Cyclobalanopsis)
マツ属複維管束亜属の一種
Pinussp･(Diploxylon)
ネムノキ
AlbizJCiajulibri∫∫in
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